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【事業目的】 
 区画整理事業と併せて整備することで、道路・公園等の

公共施設の整備や中心市街地にふさわしい土地利用増進

のほかに、老朽住宅の密集除却や良質な住宅の供給等、住

宅・住環境の改善と防災性の向上を目的とした総合的なま

ちづくりが必要であるため。 

1 

二本松駅北地区密集

住宅市街地整備促進

事業 

【全体計画】 
・事業区域面積  ６．３ha 
・老朽建築物除却  ３，１５０㎡ 
・賃貸コミュニティ住宅建設  ２６戸 
・防災関連施設整備  １ヶ所 
・建替え促進  まちづくり建替え８ヶ所 

（共同３ヶ所・協調５ヶ所） 
個別・誘導建替え５ヶ所 
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【事業目的】 
市民交流拠点施設を整備し、情報発信機能、交流機能、文

化機能、商業機能、飲食機能、駐車機能等との様々な機能

を集結させることで、中心市街地への来訪者増加と交流の

促進を図り、周辺商店街の活性化を促す。 
1 

市民交流拠点施設整

備事業 【全体計画】 
・構造規模 RC 造または鉄骨造３階建て 

延べ床面積 約３，６５０㎡ 
・駐車場  ２階３層自走式 約１２０台 
・屋外イベント広場   約１，２００㎡ 
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【事業目的】 
生活環境の改善（悪臭、蚊や蠅の発生防止） 
環境衛生の改善（トイレの水洗化） 
公共用水域の水質保全改善（生活雑排水の浄化） 

２ 

阿武隈川あだたら 

流域下水道関連 

二本松市公共 

下水道事業 

（二本松地域） 

【全体計画】 
（Ｈ２０まで） 
事業認可面積 ３８１ｈａ 
計画区域人口 １３，８８０人 
計画汚水量 ７，１７３㎥／日 
（区域認可拡大） 
事業認可面積 ７５ｈａ 
計画区域人口 ２，５５０人 
計画汚水量 ８２８㎥／日 
（Ｈ２４まで） 
事業認可面積 ４５６ｈａ 
計画区域人口 １６，４３０人 

計画汚水量 ８，００１㎥／日 
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【事業目的】 
国道４号下り線の「道の駅」として、休憩機能、情報発信

機能、地域との連携・振興機能を有する施設を整備し、道

路利用者の利便性の向上と周辺地域の活性化を図る。また、

道路管理者と連携しつつ、既設道の駅「安達」の拡張事業

としての側面を併せもつ事業である。 ２ 
道の駅「安達」下り

線整備事業 

〔安達地域〕 【全体計画】 
・全体面積 ２．３ha 

（国土交通省整備：駐車場・トイレ用地等を含む） 
・構造規模 鉄骨造１階 木造風 
建築面積約１，０００㎡ 
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【事業目的】 
既存の岩代公民館・岩代第１体育館が築３５年を経過し、

老朽化により利用者が危険な状態にある。また、岩代地域

には、市民の芸術・文化活動の拠点となる文化ホール機能

がないために、市民の自主的活動による文化芸術活動の場

が抑制されていた。 
 今回、体育館を文化ホール機能を兼ね備えた施設として

整備することにより、スポーツ及び文化・芸術の学びの充

実を図り、市民の健康・体力づくりと文化活動のさかんな

まちをつくることを目的とする。 
 そのため、岩代第１体育館を取り壊し、新たに文化ホー

ル機能（移動式座席）を兼ねた体育館に改築する。 

３ 
岩代文化体育施設整

備事業 
〔岩代地域〕 

【全体計画】 
・構造規模 RC 造または鉄骨造 

延べ床面積 約１，２００㎡ 
（アリーナ約６００㎡） 

・体育館機能   バレーボール２面程度 
・文化ホール機能 ステージ、客席３００席程度 
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